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転倒したり､ソリが壊iLたりと大喝きいの開陽台自作ｿﾘ大会
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Ｊ
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中
標
津
の
職
員
も
大
会
に
参
加
し
、
お

お
い
に
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た

く
転
倒
し
て
も
、
す
ぐ
体
制
を
立
て
直
し
て
ゴ

ー
ル
を
目
指
す

（
痛
か
っ
た
で
し
ょ
う
ネ
）
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当
日
は
大
変
天
気
も
良
く
、
三
十
台
の
ソ
リ
の
出
場
と
大
勢
の
お
客

さ
ん
が
訪
れ
ま
し
た
。
ソ
リ
は
今
年
の
干
支
の
「
ウ
マ
」
を
型
取
っ
た

も
の
や
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
な
ど
趣
向
を
凝
ら

し
た
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

今
年
の
ソ
リ
コ
ー
ス
は
積
雪
状
態
も
良
く
、
立
派
な
ジ
ャ
ン
プ
台
が

出
来
、
ソ
リ
が
様
々
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
ジ
ャ
ン
プ
）
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
中
に
は
途
中
で
転
倒
し
た
り
ソ
リ
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
り
と
、

な
か
な
か
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着
く
の
が
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
他
、
会
場
で
は
、
チ
ュ
ー
ブ
滑
り
や
宝
探
し
な
ど
の
催
し
物
な

ど
が
行
な
わ
れ
、
大
盛
況
で
し
た
。

今
年
は
記
録
的
な
暖
冬
の
年
の
よ
う
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が

続
き
ま
す
が
、
冬
の
ひ
と
と
き
を
皆
さ
ん
思
う
存
分
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
翌
日
（
二
月
十
八
日
）
か
ら
は
大
雪
で
再

び
「
真
冬
に
逆
戻
り
」
に
な
り
ま
し
た
ね
。

今
年
で
十
四
回
目
を
迎
え
た
「
開
陽
台
自
作
ソ
リ
大
会
」
が
、

開
陽
台
育
成
牧
場
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
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第14回開陽台宣作ソリ大会
副実行委員長中本信幸

■●●●●●■■■■■●■■▲■■▲ﾛ▲●▲■巴■■■
■■■■■Ⅱ 

鱒●
０
０
●
●
●
０
０
０
●
０
０
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
０
０
●
●
■
●
●
●
●
●
■
●
●
Ｄ
Ｂ
Ｂ
０
０
Ｄ
Ｇ
０
０
●
●
●
●
■
●
●
●
０
，
●
●
●
■
●
●
ロ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
Ｂ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
□
巳
●
●
●
ｃ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｃ
Ｏ
Ｏ
●
Ｄ
Ｃ
●
□
●
Ｓ
●
●
●
●
Ｓ
ｃ
■

の＝

|藤曇議一 Uちよさんき』:号,は強腰弧二あおちれ･？一＝戸

ヱ

F「

AＥｉｌ ■ 

蘆ii蕊鍵､ﾐﾐiii鋪
’ 

￣ 

Ｉ
 

pｉ 
認､躯

〃

〆可、

Bなかしくつ牛乳号1は完走しましｺﾞー■珍走車,はジャンプ台で散りました

天気も､ｺｰｽの積雪状態も良く、

30台のｿﾜが
ｍＬｆ、

ら回
｡⑫ 

最
後
に
こ
の
場
を
か
り
て
、
ソ
リ
大
会
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
方
や
、

協
賛
下
さ
っ
た
方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
来
年
も
一
一
月
十
六
日
開
催
の
予
定
で
す
の
で
お
楽
し
み
に
。
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騨辮標津乳牛改良脈会ちょっとみみより'識
確
定
診
断
法
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

．
、
Ｃ
Ｖ
Ｍ
は
、
鷺
○
○
○
年
に
デ
ン
マ

１
ク
に
お
い
て
発
兄
さ
れ
た
遺
伝
性
疾

患
で
あ
り
、
二
○
○
一
年
八
月
に
原
川

巡
伝
子
の
突
然
変
異
部
位
を
検
出
す
る

確
定
診
断
法
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

「
、
Ｃ
Ｖ
Ｍ
の
症
状
は
、
流
産
・
死
産
に

よ
る
川
轆
率
の
低
下
や
新
娘
子
の
死
亡

で
あ
り
、
発
症
牛
で
生
存
す
る
個
体
は

あ
り
ま
せ
ん
。
発
症
作
の
特
徴
は
、
粒

部
あ
る
い
は
胸
部
の
芥
椎
什
の
航
続
、

川
前
肢
手
根
関
節
や
飛
節
関
節
の
左
右

対
照
的
収
縮
と
捻
転
で
あ
り
、
心
奇
形

を
伴
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

二
、
Ｃ
Ｖ
Ｍ
の
検
杏
結
果
は
、
正
常
型
（
Ｔ

Ｖ
）
、
保
因
型
（
ｃ
Ｖ
廸
一
船
に
キ
ャ

リ
ア
と
呼
ぶ
）
と
衣
示
さ
れ
ま
す
。
Ｔ

Ｖ
は
服
常
遺
伝
子
だ
け
を
も
ち
、
水
牛

は
触
康
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
卜
係
に
服

常
道
伝
子
だ
け
を
遺
伝
し
ま
す
。
キ
ャ

リ
ア
牛
は
正
常
遺
伝
子
と
疾
患
遺
伝
子

を
一
つ
ず
つ
も
つ
牛
で
、
本
牛
は
全
く

健
康
で
あ
り
、
疾
患
症
状
を
示
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
↑
が
生

産
す
る
牛
乳
や
牛
肉
も
、
肥
常
で
あ
り

人
の
健
康
に
何
の
彩
騨
も
聯
え
ま
せ
ん

（
衣
参
照
）
。
し
か
し
、
そ
の
子
孫
に
正

常
遺
伝
子
と
疾
患
遺
伝
子
を
そ
れ
ぞ
れ

一
一
分
の
一
の
確
率
で
遺
伝
し
ま
す
。
我

四
、
Ｃ
Ｖ
Ｍ
は
、
父
作
と
即
牛
が
と
も
に

キ
ャ
リ
ア
牛
の
組
み
合
わ
せ
で
交
配
し

た
場
合
に
、
そ
の
四
分
の
一
の
確
率
で

発
生
し
、
そ
の
他
の
交
配
で
は
発
生
し

が
脚
に
お
け
る
疾
患
遺
伝
子
の
増
大
は

望
ま
し
く
な
い
こ
と
か
ら
、
当
該
遺
伝

子
の
扱
い
は
慎
重
に
行
な
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ｆＦ、

(遺伝子型と症状の関係）

遺伝子型’表記法 健康状態

正常型 健康ＴＶ 

保因型 健康ＣＶ 

疾患型 ＣＶＭ｜複合脊椎形成不全症

ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
公
表
さ
れ
た
検
究

成
紙
を
利
用
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
牛
同
上

の
交
配
を
避
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
疾
悠

牛
の
発
生
を
抑
制
す
る
こ
と
が
呵
能
で

す
（
た
表
参
照
）
。

(交配の組み合わせによる遺伝子型の分離）

交配様式 子における遺伝子型の分離ﾋヒ

父牛×母牛 正常(TV） ｷｬﾘｱ（CV）｜疾患型(CＶＭ）F=､ 

正常×正常

Ｉ
 ロ ８ 

正常×キャリア

Ｉ
 

Ｉ
 ロ

ｷｬﾘｱ×正常 Ｉ １ ロ

ｷｬﾘｱ×キャリア ｉ ｉ ２ 

五
、
雌
牛
の
父
や
母
方
祖
父
に
キ
ャ
リ
ア

牛
が
い
る
場
合
に
は
、
正
常
（
Ｔ
Ｖ
）

種
雄
牛
を
交
配
し
て
下
さ
い
。
キ
ャ
リ

ア
牛
で
血
統
的
に
最
も
古
い
も
の
は
ア

メ
リ
カ
の
ペ
ン
ス
テ
ー
ト
ア
イ
バ
ン

ホ
ー
ス
タ
ー
（
１
４
４
１
４
４
０
Ａ
、

１
５
Ｈ
Ｏ
１
０
３
）
で
あ
り
、
そ
の
息

牛
で
あ
る
カ
ー
リ
ン
エ
ム
ア
イ
バ
ン

ホ
ー
ベ
ル
（
１
６
６
７
３
６
６
Ａ
、

７
Ｈ
Ｏ
５
４
３
）
や
ベ
ル
の
息
牛
の
サ

ウ
ス
ウ
イ
ン
ド
ベ
ル
オ
ブ
バ
ー

リ
ー
（
１
９
６
４
４
８
４
Ａ
、
２
ｇ
Ｈ

ｏ
５
２
ｇ
６
）
も
キ
ャ
リ
ア
牛
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
娘
牛
へ
の
交
配
に
は
注
意
が
必

要
で
す
。

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
牛
を
交
配
す
る
場

合
に
は
、
雌
牛
の
祖
先
に
キ
ャ
リ
ア
牛

が
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

（
、
ｃ
Ｖ
Ｍ
の
遺
伝
子
を
拡
散
さ
せ
な
い

た
め
に
、
今
後
、
ｒ
記
本
項
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
部
実
施
済

み
）
。

⑩
ト
ー
年
度
の
対
応

①
十
三
後
検
後
期
分
の
後
代
検
定
蛎
業

参
加
候
棚
極
雄
牛
か
ら
キ
ャ
リ
ア
牛

を
排
除

②
専
門
家
に
よ
る
検
討
会
を
冊
催
し
、

キ
ャ
リ
ア
の
候
柵
極
雄
↑
の
取
扱
い

４ 

遺伝子型 表記法 健康状態

正常型 ＴＶ 健康

保因型 ＣＶ 健康

疾患型 ＣＶＭ 複合脊椎形成不全症

交配様式 子における遺伝子型 ､分離比

父牛×母牛 正常 rv） ｷｬﾘｱ（CV） 疾患型(CＶＭ）

正常×正常 ０ ０ 

正常×ｷｬﾘｱ ０ 

ｷｬﾘｱ×正常 ０ 

ｷｬﾘｱ×キャリア ２ 
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靴

な
ど
Ａ
１
後
、
予
想
さ
れ
る
遺
伝
病
へ

の
対
応
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
す
る

③
供
用
中
検
定
済
種
雄
牛
及
び
待
機
中

候
補
種
雄
牛
を
全
頭
検
査
の
ｆ
、
結

果
を
公
表
し
て
供
川

（
検
究
結
果
公
表
〃
法
）

・
那
道
府
県
帯
産
主
務
課
及
び
帯
産

関
係
団
体
宛
送
付

・
乳
川
稲
雄
牛
評
価
成
紘
（
以
ｒ
「
赤

本
」
と
い
う
）
へ
掲
救

。
（
独
）
家
帝
改
良
セ
ン
タ
ー
、

一一
一一V
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（ 

（
社
）
家
詩
改
良
事
業
団
及
び
家

畜
人
Ⅲ
授
精
畷
紫
休
の
Ｈ
Ｐ
へ
掲

載
（
同
時
に
滞
雌
関
係
剛
体
の
Ｈ

ｐ
Ｌ
へ
Ⅱ
ノ
ン
ク
」

・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

④
Ⅱ
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会
に
対

し
て
、
血
統
登
録
証
明
書
に
検
査
結

果
の
表
示
を
付
す
こ
と
を
要
請

⑤
家
畜
精
液
輸
入
協
議
会
に
対
し
て
、

検
査
済
み
精
液
の
販
売
と
検
査
結
果

の
公
表
を
要
請会員より活発な意見が出きれ

ました。第3,回中標津乳牛改良同志会定期総会

第
三
十
一
Ｍ
中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会
定
期
総

会
が
去
る
二
月
十
三
日
、
中
標
津
川
農
協
大
会
議

室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
平
成
十
三
年
度
岐
後
の
堺
業
で

も
あ
り
、
ま
た
、
会
員
の
一
年
間
の
改
良
成
果
と

し
て
同
志
会
表
彰
が
行
な
わ
れ
、
十
二
人
の
方
々

が
受
批
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
議
長
に
第
二
俣
落
支
部
の
寓
沢
行
く

氏
が
選
出
さ
れ
識
獅
進
行
に
務
め
ら
れ
、
事
業
、

収
支
決
算
並
び
に
新
年
度
計
向
が
報
告
さ
れ
、
収

支
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
関
連
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
兄
が

会
典
よ
り
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
改
選
に
伴
い
佐
々
木
昭
雄
選
考
委

員
艇
よ
り
報
告
が
な
さ
れ
、
柵
場
一
致
で
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

新
役
員
は
次
の
辿
り
で
す
。

会
長
横
川
千
秋

剛
会
災
竹
村
聡
、
縦
炸
一
路

朧
覗
寺
嶋
淳
一
、
袖
嶋
が
顕

新
体
制
の
も
と
、
史
な
る
ご
理
解
．
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

七（２）

②①，、
二本精’‐公介一能iiIlii（_）UL1
のに液’ｉ炎、検なののｆド
よ褐の歳〃｜iii究限検③皮
う載う求法御のり定の以
仁しち満はし絲検済極降
、な、の’７１］て采在極雄の
|:Ｋ１い未祁」ｚそがを雄，卜対
と｡検雄一の［IＬし，,二を）ＩｉｊＩ
Ｌ査牛緒〈、に除
ての１１１果判蒜つく
もも米をⅢ，采い卜
、のの公しをて丘
我は論表た公、，艇
が赤入．、場斐，j「パミ

P弩、

脈飼い､曇!＃鐸

脚
の
乳
川
牛
改
良
に
支
障
を
米
さ
な
い

よ
う
に
、
関
係
肴
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が

ら
、
遮
切
な
対
応
に
努
め
て
お
り
ま
す

の
で
、
無
用
の
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う

対
応
〃
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

情
報
提
供
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道

道
來

I｣ 

：ＦＩＺ 
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「 メＰ 

Hi2 
１ 

輪 新
聞
も
読
む
し
〃
一
三
－
ス

も
見
る
〃
優
秀
な
女
の
子
。

区
式
代
地
区
丹
羽
隆
司
・
律
子
さ
ん
大
典
氏
よ
那
月
ち
ゃ
ん
（
一
歳
一
ヵ
月
）

！ ビ

ノ

jＩ 

Ｐ、

■ 
可

７百

L｣ 

■ 
衣｡

〉
ば拶時ニしては｜）’）は今まにつ１１でソ除た
ん仁のユて水おと、ハま食し、てちｌ１ｌ(；リlIki｢１今Ⅱ

:懸繊|蝿噌雛蹴：
江鱗繍:灘剛'ｆＬＭｉ駕
締蕊禦ﾎﾟｰﾋ怖溌に瞳しにつ気''肝力

鞠溌lllJi認ijlil

Ｉ
 

霞

Pｉ 

『
鶏

〆
、

’〈〈｝》／

一一）』．”』人》

､兵司

_。

そ
ん
な
加
川
ち
ゃ
ん
は
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
一
番
好
き
で
、
ご
飯
も
膝
の
ｋ
に
座

っ
て
食
べ
る
ほ
ど
と
か
…
。
「
そ
ん
な
に

か
わ
い
が
っ
て
い
る
風
で
も
な
い
の
に
、

何
枚
か
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
一
番
な
の
」
と

マ
マ
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
そ
こ
で
こ
っ
そ

り
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
何
を
え
さ
に
釣
ら

れ
た
の
？
」
な
ん
て
マ
マ
は
川
Ⅱ
ち
ゃ
ん

に
町
い
て
い
ま
し
た
（
笑
）
。

耶
川
ち
ゃ
ん
の
今
後
に
川
庁
す
る
僻
は

と
、
マ
マ
に
熟
ね
る
と
、
今
の
行
動
を
兄

て
い
る
限
り
〃
か
な
り
き
か
な
そ
う
だ
か

ら
、
と
に
か
く
優
し
い
子
に
な
っ
て
欲
し

い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

パ
パ
や
マ
マ
は
勿
論
、
家
族
衿
ん
な
に

人
蛎
に
さ
れ
て
い
る
Ⅲ
月
ち
ゃ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
史
に
祈
剛
や
ニ
ュ
ー
ス
を
兄
て
優

秀
な
、
そ
し
て
や
さ
し
い
次
の
ｒ
に
な
っ

て
ね
！

－ 

６ 



農作業事故に気を付けましょう

北根室地区農業改良普及センター

でノ《示ルヒ○八は○m比，（椎○農
lLfL-Ix1il2計、平１４:しべし移lxlllHt作
'－１縦ま’１Hz齢でｿ）成別ま死まへ…作業

歳以し砿､ｉ#辿織縦'ﾐ憾代こた＿二Ｎ
､が｡年．{六年゜故。三近故の

|誠↑：鮫I几｜多死度に/《度
１．〈亡Ｉ、。の

'擬な１炉12イド ニリ）少｜・’１ビゴ１２
代つ故成齢訂久、二成度
のては｜・別１ｉ年卜別

錐鵬ｉｉ１ｊｌＩｌ１おり）二Ｐｌ１
とり女年故
な、と度発一の故前度状
-,次も￣ｚｌ：三1ｷﾞ１１は年一ル,Ｌ
てい（二を状旱介増にをの

上司

4.000 

3.000 

人2,000

1,000 

０ 

4５ 

|琴負傷
,－←死亡

－．区一野一劃－－狼

~･~／,ﾍ, 
３５人
,５ 

[５ 

３４５６７８９１０１１１２ 

年度

図一年度別事故状況の推移
(Ｈ１３北海道農作業安全運動推進本部迂料を引用）

ｏ１ｉす卜と○）iifLな訂○｜）ｉｌｉセ○歳次でい

鱗噸iil這蕊ｆｉ難；
'111蒜!i'''31（ｆｚｌ１ｉＲ繩I1ioiiilfilli

fif灘＃蝿：１１＃薩卜代い
、}に

ツミと'!多い機ほ城く傾、化十嘆
孟雛ルトネ鮭Ｉｉ画騨ｗ瀧腱

１４［ 

１２Ｃ 

１０Ｃ 

人ｉＩ
ｄＩＣ 

２Ｃ 
Ｃ 

「￣~￣

|ロ男i生
□女件

戸一声ｍこい｢Ｈ１ FZE弓、

織
汐

年齢

図二年齢別率故発生状況(死亡事故）
(Ｈ１３．北海道農作業安全運動推進本部資料を引用】

を理,ｊＵと度Ili［がなでい業と農堆故械,Iiズニ

篝#鱗iii騨徽;撚

騨騨蝋｛黙
世穫鮮織：,iiitiiii吐雛雛総朧
職職騨葱'ﾎﾟ１瀞

6pOc 

5pOC 

４．００Ｃ 

人3.000

2.000 

1.000 

0 

'百剪雇

|□女性’
ロル''11Ⅱ

年齢

図三年齢別事故発生状況(負傷事故〉
(Ｈ１ａ北海道農作業安全運動推進本部資料を引用）
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鱸長譲霧
な,汗産矢織女にをつ政しみ題おのてｆ
ｌ）し者光ｊｉｌｌあ担了な得て府たな昨仁さ）iMrllまは磯Ⅱ

せしii雛を黙;i鰄熱譲鱗iiiil‘
･流者｜:[］牛,ｉｉｆｌ）てＩｌＨｉい肴とを随にむイドしの．'「尿今Ⅱ

聯鋼戦i1iilli灘ii戯醗:ii：
燕i鱗::戦鰯璽醐耀:|：

繊騨1蕊瀧;ｉｆ総｣こき為イ{て巡のＥ策まトポ１１つ噸彩

灘溌繊li1鱗

_「－－－Ⅱ

中標津町農協組合長

高橋勝義

多
く
の
課
題
に
立
ち
向
か
い
、

各
部
門
が
総
合
農
協
と
し
て

力
強
書
を
発
揮
し
よ
う
／

F＝、

''１今ル’多発１１がとつ哨さオＬＩ反りとイトるか肯
し後の〈}抑業、さＭｎてＩ偏に、脱とま忠亡経さつ
｣ｚと苑のｌ几１すをとてつ、す政イ『な、たつの憐れた
げも展課ゴ|ニベ蘇り、てⅡるｉｆ｝樅ど逃、て厄Iljl【ず企
１K組に題度〈めわ農や本’１１経渚過［’111｜お機に、蕊

;麟蝿灘:韓騨
継鮒鰹繩斤。を炊く総えミノじり典''''食し策ゆなるＷｉ縦越任を’'１

蝿識鱗ｉ繊瀧；ili:||｛
端議j､ぬ駐髄ｆｉ繩搬'し：艘懸
占援りＡ取あて向えて執介護の蛎様つおのけ
たのま’'’１〕’）のと|こて６１『体すご爽々てり発た
し鯰!#鱸維ｆらにが。と’ない毒腱戦い’)：不今<憶風きすにiilll

字願でのべ。ざ夕霞たち安・流ｉｌ１化'ｉたがDMが
。い、－きを’すい)えをまさ・たい、わ生

'言

第Ｓ回根釧農試酪農フォーラム

日時：平成14年３月19曰0)１０１３:00～15:００

会場：中標津町・しるくつとコミュニティーホール（入場無料）

講師：前北海道経団連会長
（財）北海道科学技術総合振興センター理事長戸田一夫氏

テーマ：「酪農を核とした新しい産業創出に向けて」（仮題）

内容：ｒ北海道経済は農業の元気が基本」というのが持論の戸田氏に、農業への期待

と産業としての農業のこれからの展開について提言を語っていただく。

（テーマ、内容とも詳しくはまだ未定です）

問合せ先：根釧農業試験場総務係01537-2-2004

'８ 



牛
肉
の
消
費
拡
大
を

目
的
に
出
店
し
ま
し
だ
。

Ｉ
Ｃ
■
好
く
か
（
Ⅲ
｛
、
刈
労

巽
圭
一
冨
嘆
、外i勢11壁iinji1M蕊’
繼

へ

ﾗミ こ］iコネ雲亘ブ三雲

鑿
ｌｉｒ 

凡

熱
具w(t，

瀞

,MillIiiii 
Ｐ 

■’ 
Ｉ 

BDI'二口し－

.篭謬一

な入し像トノくは令林チ版のＢｌ１１ＪよきＬＥし三

ｉｉｉ蝋ii灘溌懸
1J・

場朴零人,聯コツ噂。ぞ牛ﾉ｣のに報をすし業,ilj1,,M,'しr
1R''iいき純1Ｗ朧縄iii鮒縦が灘iii蝉弓
援イＩ１１ｉ７ｉｌｌｌど、１ｋ亥Ⅱｋてきし供、、まる人１ﾉﾘれえ冬
が人クな会のえびでンピビ、ましｉｉ'ｊ，Ｌ１す酷き初ま化ま
辮蚊ゴわ式イ化、収し｜パし、'ｉ農・鵬<のし会つ
い菰ルれ、ベ会初ぅ'と、フツた牛若協こに低Ｉ〕た館’）
て藤フま『iテン雌ｌ［し腱シク･肉へとの人迷Ｓ｡、が

ｒ可

h￣ 

い
ま
し
た
こ

ま
た
、
膿
協
峨
興
組
へ
ｍ
も
例
年
冬

ま
つ
り
の
ｒ
像
づ
く
り
に
参
加
Ｉ
）
、

｜
週
間
か
け
て
一
体
の
埒
像
を
作
り

ｋ
げ
、
ミ
一
一
埒
像
が
二
位
に
輝
き
ま

し
た
。
ご
牝
、
労
さ
ま
で
し
た
。

￣ 

，
ｈ
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肥
培
管
理
の
必
要
性
を
再
認
識

■ 

’ 
１ 

経
営
企
画
課
は
二
月
七
日
、
北
海
道
根
釧
農
業
試
験
場
の
湯
藤
健
治
部
長
を
講

師
に
招
き
、
肥
培
管
理
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
営
農
担
当
職
員

や
組
合
員
一
一
一
十
余
名
が
集
ま
り
、
中
で
も
担
い
手
と
な
る
若
手
青
年
の
参
加
が
多

数
を
占
め
、
意
気
込
み
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。
（
研
修

内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
）

に

j曇､:`鰯t４ｉ１

Ｉ
■
 根
釧
農
試
・
湯
藤
部
長
を
招
き
研
修
会
開
催

ii蟻
q 

1 

■
。

■
 

け
】

肥培管理について学びました

ｌ筵よ」乙以イボ代いで翌で脈1Ｗイ１Ｊス

蕊騨ｉｉ
蒲縦行iiM蝋馴譽騰|に

Ｐ＝ 

ギ
シ
ギ
シ
類
の
防
除
は
更
新
後
一
・
｜
｜
年

の
う
ち
に

根
釧
に
は
在
来
稲
や
外
米
極
な
ど
合
わ

せ
て
六
種
の
ギ
シ
ギ
シ
が
佼
入
し
て
お
り
、

総
称
「
ギ
シ
ギ
シ
類
」
と
い
い
ま
す
。
エ

ゾ
の
ギ
シ
ギ
シ
は
大
型
で
、
開
花
後
二
週

間
で
発
芽
能
力
を
薩
得
し
、
｜
株
当
た
り

一
刀
佃
の
極
十
を
つ
け
る
強
害
雑
唯
で
す

が
、
切
り
取
っ
た
地
下
茎
Ｋ
鞍
以
下
の
部

分
の
再
生
能
力
は
低
い
で
す
。
ギ
シ
ギ
シ

瀬
は
株
が
大
き
く
な
い
の
で
一
～
二
年
Ⅱ

糀
地
の
う
ち
に
処
理
す
る
の
が
雄
水
で
す
。

祥
に
造
成
し
た
川
は
そ
の
年
の
秋
や
次
年

度
の
秋
処
理
を
行
な
い
、
で
き
る
だ
け
極

了
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、

地
下
茎
肛
壌
よ
り
ｋ
の
部
分
の
Ⅳ
姫
能
力

は
強
大
な
の
で
、
抜
い
た
ギ
シ
ギ
シ
を
Ⅲ

場
に
放
祇
し
た
ま
ま
に
す
る
と
、
さ
ら
に

被
審
が
拡
大
す
る
の
で
処
理
に
注
意
を
払

い
ま
す
。

堆
肥
の
多
量
施
用
と
草
地
へ
の
影
響

たがれま／しg1,ヒロ
ま゜輔たで－た、｜チ
た加がＩよ○結械バモ
、し、平’`Ｔ％ミノ１２１シ
多、そ１１１１，，，艇1
1,ｔ収れ乾混チミ橘ｉｉｉ
施Ｉ,上以物播モネ軍僻
１１１の上収草シラ地箪
に減はｊｌｔ１ｌｈｌルで地
よ少稲ので１，Ｙ含堆と
るが科ｊＷノ〈ｊｕＡｉｔ１ｌｌｕチ
物示雑川シトでな施モ
E１１さ蛾が／ほど１１１シ
的れの認一トを＋ltl
lliiiま刻め○三検と.
'花し合ら鰯了シト，ｉｌｊｌスク［１ 

「.＝、

～す｜：すま塊ブｌＨＨ牧草ゴ'二！'こう断めけ石りム少すがイｌｚのや

鞠ｉｉｉｌ溌騨
；黙鮴鋼繁溌iii鱗息馴窯ｉ驚

顧



農
業
後
継
者
結
婚
対
策
協
議
会
情
報

鵬
〆

､ 

新しい出会い、
スノーモビルの
スリルに満喫。

し，鍵
農」

誰

鍵‐Ｉ 

彰
塑ユユ可宇

蕊 鐘
Ｉ 

:壁

￣■ 

iilliil蕊iiiiiiiiii山}蘂:iii蕊ii鑿
愚

一ｴ写

顕

鑿鞠騨;畷蕊
騨;繍難ｴjiii輝蝋
鰍灘澱i雛撫iii
'洲,［腿ドズ淵蝿蝋純
ず女とわいエがた食的６にリコ乗性・習二

11雛鞭繍;;!

一面

尺■可＄
ご
凸

;~蓮 》
二

辞巨司

」

中
檮
津
町
農
村
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ご
案
内

内。主共１)Ｈ｜)１１
，１１筋ｌｉｊＩ喋第第第｜M：催
１１ 

は部④③②①例調一場Ⅱ
参司司門司発識部雰部部局催所｜|#
川パコパ史ワ鮒Ｍ１鑿淡

岬溌蝿耀11iii鰯繊鮴繩
AME、
…、不

～ 

i鰯懸砿蕊纐1ｉｌｉ
食
も
川
懲

｡？づ１１．ｈとまに環膿会｜
在，if〈環にす守境業フｃ冊
！i：嫁’）境）ｉｌｌｏリやのムろ十、．膿Ｌ化へ

善一後鰻一首さ'i'i彌''''１１１Mｔ錨了ぞiii剪纈＃ｏｉｉ噛函の継一１１
み者水ﾝ１１出し家|懇え指I)も､て蝋と姿と1
左司ｉｆL △雌一入しをら腿い境な風一分
さえ年 れま琴い付くなる会ョ＋ＡＩＷＦ んふ館るすえ、環のど農
､結,『ＭＩＬ農｡､こ境かの業Ｉｌｌ三陸根塞

ボデ時す鵬付活れのが農地》１１ 住ノｊかよ］ｒ村域
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忙しいお母ちゃんの強～い身方。
●食品ｶﾛｴ部会設立準備委員会

今夜のおかずになるかしら!？

『』》曠桂札匠鈩鈍罐瀝句

》
Ｆ百

●●⑥●。●●、●●●●●、●●●●、●●⑨●●●●●●●●●●●⑨●●●⑥●⑥⑤●Ｏ⑤●ｏｏｏｏ⑤Ｏ⑤●⑬

～テーマ～

手をつなぎ
みんなで活かそう
「まち」と｢むら」

￣ 

●｢まち｣と｢むら｣のおかみさん交流大会

｜
月
一
一
十
九
、
’
’
’
十
日
の
一
一
日
間
、
道

内
の
女
性
農
業
者
、
商
店
、
旅
館
の
女
性

経
営
者
、
消
費
者
ら
約
千
人
が
一
堂
に
会

し
、
初
の
「
ま
ち
」
と
「
む
ら
」
の
お
か

み
さ
ん
交
流
大
会
が
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
札
幌
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
大
会
は
、
昨
年
ま
で
の
「
農

村
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
衣
替
え
し
、

女
性
農
業
者
が
商
業
の
女
性
経
営
者
な
ど

と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
ノ
ウ

ハ
ウ
や
情
報
取
得
、
起
業
や
農
産
加
エ
品

の
販
路
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
百
品
目
以

上
の
農
産
・
加
エ
品
が
並
ぶ
展
示
・
直
売

イ
ベ
ン
ト
（
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

や
優
良
事
例
発
表
、
基
調
講
演
、

や
優
良
事
佃
発
表
、
基
調
講
演
、

ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
二
日
間
で

実
に
盛
会
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
全
て
が
パ
ワ
フ
ル
で
あ

り
、
起
業
化
す
る
か
ら
に
は
農
家

所
得
の
一
部
に
と
誇
り
を
持
っ
て

い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
自
分

達
の
生
き
が
い
を
見
つ
け
る
と
同

時
に
、
生
き
が
い
が
苦
し
み
に
な

ら
な
い
よ
う
向
上
心
を
も
っ
て
、

地
域
活
性
化
が
図
れ
れ
ぱ
と
参
加

者
は
感
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
自
分
の
地
域
を
愛
し
、
職

業
を
愛
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
一

歩
ず
つ
～
声
を
出
す
こ
と
か
ら
～

あ
な
た
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
Ⅳ

１１ 



地域をあ１．Fて
ＢＳＥ問題に取り
組むｂ

●根室管内消費拡大キャンペーン

門馬研徳氏の指導を受けて

二
月
二
十
六
日
、
寿
宴
に
お
い
て
根
室

管
内
牛
肉
消
費
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
料

理
講
習
会
」
・
「
Ｂ
Ｓ
Ｅ
講
演
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
昨
年
九
月
の

Ｂ
Ｓ
Ｅ
発
生
以
来
、
低
迷
す
る
牛
肉
の
消
費

拡
大
を
目
的
と
し
て
、
根
室
管
内
牛
肉
消

費
拡
大
実
行
委
員
会
が
主
催
し
ま
し
た
。

午
前
中
に
行
な
わ
れ
た
料
理
講
習
会
で
は
、

寿
宴
・
厨
房
部
長
の
門
馬
研
徳
氏
を
講
師
に
、

家
庭
で
簡
単
に
作
れ
る
牛
肉
料
理
四
品
を

作
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
約
五
十
人
の
管

内
農
協
女
性
部
員
、
消
費
者
ら
は
手
軽
に

作
れ
る
レ
シ
ピ
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
午
後
か
ら
は
、
道
消
費
者
協
会
商

品
テ
ス
ト
部
主
幹
の
河
道
前
伸
子
氏
を
講

師
に
「
Ｂ
Ｓ
Ｅ
と
食
の
安
全
性
に
つ
い
て
」

の
講
演
会
が
行
な
わ
れ
、
安
全
意
識
の
必

要
性
と
地
産
地
消
の
重
要
性
に
つ
い
て
の

話
に
、
参
集
し
た
百
七
十
余
人
は
理
解
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

生
産
者
・
消
費
者
と
両
方
の
立
場
か
ら

安
全
性
・
消
費
拡
大
に
つ
い
て
地
域
一
丸

と
な
っ
て
学
習
し
、
一
日
も
早
い
解
決
を

願
い
た
い
も
の
で
す
。

戸■

￣ 

|,､霧'::獺:'竃…殻｡oii二嬬夏;i臭競Ｊｉ:ji露｡jiji臭。、

ｃ～つくり煮込んだilHjか～い
シチューができたよ／

‐且

●なかしくつ冬まつり出店協力

二
月
七
、
八
日
の
両
日
、
な
か
し
く
つ
冬
ま
つ
り
出
店
協

力
に
伴
い
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

今
回
の
活
動
は
、
牛
肉
消
費
拡
大
に
農
協
が
総
力
を
あ
げ

て
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、
当
女
性
部
も
是
非
協
力
し
よ
う

と
両
日
．
ま
つ
り
当
日
を
合
わ
せ
た
四
日
間
、
総
勢
四
十
人

の
部
員
が
協
力
し
ま
し
た
。

牛
二
頭
分
の
ス
ネ
・
外
モ
モ
・
ネ
ッ
ク
部
分
は
総
重
量
百

キ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
な
り
、
そ
れ
を
全
て
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
に

す
る
と
、
野
菜
の
量
も
誰
も
が
作
っ
た
こ
と
の
な
い
分
量
と

な
り
、
調
理
室
は
牛
肉
な
ど
の
材
料
で
凄
ま
じ
い
戦
場
と
化

し
て
お
り
ま
し
た
。

ひ
た
す
ら
野
菜
の
皮
を
む
い
た
り
切
っ
た
り
、
牛
肉
を
圧

力
鍋
に
掛
け
た
り
、
全
て
の
材
料
を
煮
込
ん
だ
り
と
、
気
の

遠
く
な
る
作
業
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
牛
肉
の
消
費
回
復
を

願
っ
た
部
員
の
愛
情
と
手
間
が
た
っ
ぷ
り
掛
か
っ
た
、
お
い

し
い
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

協
力
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

皆
さ
ん
の
気
持
ち
は
、
酪
農
畜
産
界
の
応
援
歌
と
な
っ
て
、

ま
つ
り
会
場
に
響
い
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

」
1３ 
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i１ｉｉＩ 趣
向
を
こ
ら
し
た

歌
謡
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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－
１
Ｎ
凪
ｕ
瓜
刷

行

来
年
も
鯉
服
に
翻
意
し
て
、
一
叱
気
に
多
く
の
会
呵
以
が
参
加

し
て
く
れ
ま
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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1'11愛1Wik
農
水
省
事
務
担
当
者
と
の
意
見
交
換
会
。

Ｊ
Ａ
根
室
地
区
青
年
部
幹
部
研
修
青
年
部
長
佐
々
木
大
輔

去
る
二
月
十
四
日
か
ら
十
六
日
ま
て
の
一
一
一
日

間
、
根
室
管
内
青
年
部
連
絡
協
議
会
の
幹
部
研

修
が
行
な
わ
れ
、
当
青
年
部
か
ら
私
と
鷲
見
副

部
長
が
参
加
し
て
来
ま
し
た
。蕊

『へ～

農水彌にて意見交換会

しくまさをの．でれ経てノ（従搾視聴のばなたの定１１１１換宵
て、し私せ払乳ンはま街確き業乳察農二でらい･入時廻会をｉｉＷ
欲今たは’P，し業ピ、しと立さ風’卜を」ル１１はん、そ’）IHIをか訪修
し後が今オしよ、ユ微た冑さにリリー行Ｌｌｌなな慾の様を’１１行ＩＩＩｌｌ人）
いイゲ、'１１１るく食１底。うれ驚卜下なとはい会）Ｌ後で.心なし容
とい非初もす品タさまもたき八六い弓淡かiiiIi炎、、|聯にわ、は
思部常めのべ会１れたのそつ人lriまＩﾘＩ木とで換会人'１１１質北」|『、
いＺｉにてでき社シた、をのつとｊｊＩｉＬ治の忠、会場変近駈ま勝一
まに勉こし鍔のス術乳改姿も、、た乳〆い組とを怠く応しＩｌｌｌｌ

誕撚辮灘貯識1灘極な修

瀧Ｗ細艦jI臓臘ｔ％璽鷆)珊挺？純Ａ/；雛

戸司

●。。｡●⑧②｡●｡●●●ｏｏＯｏｏｏｏ●③●●･●●⑥⑤●●●⑨⑤⑭●⑨●①●④⑤●⑤●①⑤⑤①①②ｅｏＯ●①⑥⑤●⑨

農協理事者との
懇談会を終えて

婆‘

広＝

式!'篝Ｉ
－曰

青年部武佐支部丹刈｜雄司

土井上理事(左)､中林理事〈当樫研修会館での懇談会】

な少みられのやでなだに業た満憂との

蝿擢蝋霧Ji蝋

:灘雛澱＃ Ｎ １W‐ 

当幌.中標雑支部合同懇談会

'1５ 



暮
ら
し
の

I花づくり】

知

ｒ
Ｌ
 

」

その＠

北根室地区農業改良普及センター

１ 

､鱗潤:皇総騨ｉｉ輝
き削り籍の光を細くliiりつたもので、ＭＩＴを揃鉤

・ず~"灘#蝋ｉｉ…
輌鍋蝋,蝋…:…

\⑤iihえ終わったら、｜-分絵'kして上を諮るｉｉｉ

鰯鐵鯏ｴⅧ……

①▼注②①▽つ
定本よ$iＫの根仲ひけ１１１［ｉ鉢本一丁根いIVi
植葉うをｉｆ［でをびげい根移な葉['１１葉をての
のがにま播、捕る根と性植どがⅡが丈移
jW(i六定きが111〔め111J:がうのを仁四のＩｌＭ夫柚
lilガリ樋、雛勝る根少、佗嫌二Ｉ移きにと
八し台しのと性なＨへう［111五槌、す定
枚ま］UIiいほ生で〈々ル花ロ杖を本る植
仁す後とう青す、革ピもの出し雌た、
な゜、きがが。まなナあ移揃まがめ定
つ根は無悪移つどスリ他つすｌＭの樋
たを、難く殖す￣、まをた゜始移後
らルガポでなにぐは：すしらめ植の

鴇溌莵熱illli評Ｐｉｍｏｌ)に

'￣ 

聯 ．② 
・適１１．遅定

ずIlr（し、定職樅
Ｌえて薄値仁の
付し、愛す注ポ
けまりる感イ
はすの１］しン
-】Ⅱのま卜
深、尺し
過涼候よ
ぎしはう
ずい
・畔風
浅1111の
過帯な
ぎがい

郡2Ｃ 
ｉ 

３Ｃ 

花
の
背
丈

・
花
の
椀
類
に
よ
っ
て
定
柧
間
隔
を
変

え
ま
し
ょ
う

植
え
付
け
る
半
月
化
前
ま
で
に
ｋ
を
深

さ
二
十
簿
程
度
起
こ
し
、
砕
い
て
お
き

ま
す
。

ま
た
、
全
阿
に
施
肥
し
て
、
上
と
良

く
混
ぜ
合
わ
せ
て
お
き
ま
す
。

☆
一
坪
当
た
り
の
施
肥
最

石
炭

３
０
０
９
 

堆
肥

５
～
８
町

化
学
肥
料

（
花
・
野
菜
用
）
２
Ｏ
Ｏ
ｌ
３
Ｏ
Ｏ
９

鶏
糞

２
０
０
９
 

CＭ 

以
下 Ｆが愚

の深さHID 

２Ｃ 
問１
隔加

1５ 

定
植
間
隔

瀞
蝋

Ｐ 郡
Ｃ『 '図IＤ

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

サ
ル
ピ
ア

イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス

アア

ゲリ
ラツ

タサ
ムム

花
の
種
類

注②①▼
を；・花・・可定
与イピまそら定のでﾉｋ｝）’二乾植
えのすの雌航状かやのの燥後
な′|与・後初後態、リタ表Ｌの
い青【よの、に夕のイ而と管
よが、迫根合〃時ミが司理
う良）］肥付わが'１１１ン乾過
に〈にをいせ良,|ＩＦグさ獺
しな－してたいはでかＬ
まいＭまえ'：迫で午すけに
す時をす」定肥し前・た派
・は’１゜をよ－卜頃意
、安始う時が
肥にめ。頃水
料したまや

▼
摘
心

・
一
悉
佗
の
っ
ぽ
み
を
摘
み
取
る
と
、

わ
き
芽
が
出
て
、
こ
ん
も
り
と
し
た

花
株
に
な
り
ま
す
。

▼
花
が
ら
摘
み

．
｜
錐
‐
唯
は
鞭
を
付
け
る
と
栄
鍾
分
が

取
ら
れ
、
株
令
体
が
老
化
し
ま
す
。

咲
き
終
わ
っ
た
花
も
こ
ま
め
に
摘
み

ま
す
。

▽
切
り
戻
し

・
茎
の
２
分
の
一
～
二
分
の
一
を
切
る

こ
と
で
、
新
し
い
技
に
花
が
咲
き
、

株
全
体
が
行
返
り
ま
す
。

（
参
驍
盗
料
Ｉ
「
卿
輩
の
佗
道
」
根
窺
父

庁
発
け
）

1６ 

即Ｉ釦叩 印叩以下 花の背丈
ｍ１羽叩間隔 ｒｌｎＵｍ ワムＣ 定植間隔

マリーーゴールドサルピアインパチェンス アリッサムアゲラタム 花の種類



２月の組合目誌 第
十
回
理
事
会
の
経
過

八七/《五［ﾉリ三二一へ｜)Ｈ
に、１，つ、、肋、の、ｌｌＨｌ、朧、決１１１１
係農ム簡い共編会北改膿に平fiE平議１１
る協法易て済利へ海廃協つ成の成事時
lIiil有一巡‘WlLBメの道に役い｝緒十項
定バの述Ｉｌｉ′{：ＤＩＩ幾つ職て三呆三、／平
査ル笈抗Ｉｌ１ｊ脱入業い員年に年成
産ク施ｉＭｉリ程に岡て就庇つ度｝
取クに性｜のつ体業一ぃｌｌＪｑ
ｌＭＬｌつ物ス政い雌［'１）Ｉてこ年
にうし、質契’1ミて灰災＊)１
つ１て検約に保審子米Ⅱ
い庇秀のつ険Ｍｉｊｉ〔定五
て付一災い組倣統例［１
イボチ新て合規ilil］ＩＬ１
業ヤに７K緩計１台

同志会役員選考委員会

町財政藍杏

公社リース牧場説明会

畑作事業打ち合わせ

定例自治監査－８日

中標津農連総会

生食、カロエ馬鈴しよ部会打ち合

わせ

資源リサイクル説明会

肥倍管理研修会

道営事業打ち合わせ

酪農実習生受入協議会役員会

経営構造対策事業

結婚対策相談委員会議

第３回青年部役員選考委員会

第３回役員協議会

中標津ＥＴＡ役員会

第１１回青年部役員会

中標津乳牛改良同志会定期総会

税対委員会

馬鈴しよ振興会てん菜振興会女

性の集い打ち合わせ

職員執行委員会

第４回青年部役員選考委員会

第８回青年部調査広報委員会

てん菜振興会役員会

酪農ヘルパー夏休み期間利用抽

選会

職員組合執iﾃ委員会

役員定教審議会

第１回同志会役員会

牛の肢蹄研修会

職員組合定期総会

税金申告作業打ち合わせ

乳牛改良セミナー

生産委員会

家畜改良課会議

１日

４日

５日

７日

８１畠

9日

１２日
IｉｌＪＬｌ二一へ－へ
、緒、業、汎ミ況、報い、と、脇．'Ｆ＿て｜：っ几

１ 

組采【１概平に平に平告て地の交議務、貝ぃ酪
今にリルＩＬ成つ成つ成事１Ｘ交流事}ＩＩＬ！外て，11ミ
ム1つ盃に｝い｝い｝項別換体項211外朧諜
のい定つこて三て三、／懇に験、／者監’1FＪｌｉ
加て＿いイ1三イ1２年 談つ施のｊｌｆｉｍｌｉＩ'１ｉ
人卜て」災度度会い股脂柵欠リ
状二のて延従欠選
況月、Hｊｊロ識に選拳ス
に末信末永程につ拳の梁
っ仮川生ＩＭｉと係いに１］約
いｆｉミ活圃議ろて作綴の
て定共甑。jTF題Ⅱ1Ｊうに吏
一済業業にイ1選つ新
の珈慨慨つ地挙いに

～､ 

１３日

１５１旨

１９日

21日

22日

トノし八七六
の、、髄、、、

ili臓号Iii鱗
に卜販い’|蔓/１２術
伴二充て流膿′'三
う年状迦状指
入度況紫況導
札経に急ｌこの
結営つ椎つ突
果ｉｌ'『い進い施
仁造て１Ｆてに
つ対業つ
い策笈い
て瓶施て
業婆

251目

に■

２６日

27日

28日

可

五
月一
曲
抓
圧
と
低
気
圧
が
交
互
に
辿
り
、

天
気
は
周
期
的
に
変
わ
る
で
し
ょ
う
。

気
温
は
揃
い
で
す
が
、
変
動
が
大
量

い
兄
込
み
で
す
。

三
カ
月
間
降
水
殿
は
平
年
並
で
し

よ
、
７
。

四
月天
気
は
概
ね
周
期
的
に
変
わ
り
ま

す
が
、
低
気
圧
の
通
過
後
は
一
時
的

に
冬
型
の
気
圧
配
置
と
な
る
口
が
あ

る
で
し
ょ
う
。
気
温
は
平
年
並
で
す

が
、
寒
暖
の
変
動
が
入
き
い
で
し
よ

『
７
。

三
月｛
煙
乱
庄
と
低
気
圧
が
交
兀
に
通
り
、

天
気
は
周
期
的
に
変
わ
る
で
し
ょ
う
。

気
温
は
高
い
で
す
が
、
一
時
的
に
寒

気
が
入
る
で
し
ょ
う
。

三
カ
Ｎ
平
均
気
温
は
、
高
い
可
能

性
が
大
き
く
、
そ
の
確
率
は
戒
○
許

で
す
。

可
能
性
の
人
き
な
天
候
の
兄
辿
し

向
こ
う
三
カ
月
の
天
候

ｓ
力
局
予
報

｣ 

'1７ 



＋
懐
し
警
さ
三
一
枚
の

…
…
：
前
ご
ほ
え
ｕ
《

両

■ 

● 

モ

■ 

孚
真
口
■
■
 

．
■
 

P 

0 

首
・
㈱

､ 

$ 

ｚ
ｐ
四
吋
］

。
●
曰
一

「

郁司

■■・o
ol 

B召禾ﾛ31年頃、新酪事業どしてジャージー牛が導入さ

れました。

当時ジャージーは放牧に適し、粗飼料にもたえ、脂

肪率が高く、経済性に優れているということで、開

拓地にもってこいの牛と.いうことで入ってきたよう

ですら・・

今はほとんど目にすることができませんね｡．｡・
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